
関
東
財
務
局
、
関
東
地
方

整
備
局
、
関
東
農
政
局
は
22

日
、
さ
い
た
ま
新
都
心
合
同

庁
舎
１
号
館
で
大
規
模
災
害

時
に
お
け
る
災
害
復
旧
事
業

査
定
方
針
の
説
明
会
を
開
催

し
た
。
１
都
８
県
、
５
政
令

指
定
都
市
の
災
害
復
旧
事
務
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国
土
交
通
省
は
22
日
、

ス
ー
パ
ー
・
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ

ン
構
想
検
討
会
（
座
長
＝
家

田
仁
・
政
策
研
究
大
学
院
大

学
教
授
）の
初
会
合
を
開
き
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
等
の
高

速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

る
国
土
構
造
大
変
革
の
効
果

を
最
大
限
引
き
出
す
た
め
の

方
策
の
検
討
に
入
っ
た
。
当

面
は
リ
ニ
ア
等
の
整
備
に

よ
っ
て
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る

対
流
や
交
流
の
時
間
が
仕
事

や
生
活
の
ス
タ
イ
ル
に
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て
議
論
を
重

ね
、
２
０
１
８
年
夏
に
中
間

と
り
ま
と
め
を
行
う
。
引
き

続
き
整
備
効
果
を
引
き
出
す

た
め
に
各
地
で
共
通
し
て
取

り
組
む
べ
き
こ
と
や
、
国

土
・
地
域
デ
ザ
イ
ン
の
基
本

的
方
向
な
ど
を
検
討
し
、
19

２
０
１
４
年
10
月
に
甲
府
市
内
に
開
校
し
、
こ
と
し

で
３
年
目
を
迎
え
る
総
合
資
格
学
院
甲
府
校
。
今
月
５

日
に
発
表
さ
れ
た
２
０
１
７
年
度
１
級
建
築
士
学
科
試

験
で
は
、
県
内
合
格
者
14
人
の
う
ち
、
同
学
院
の
現
役

受
講
生
が
11
人
を
占
め
、
県
内
合
格
者
占
有
率
78
・

６
％
と
、
飛
躍
的
に
実
績
を
伸
ば
し
た
。
甲
府
校
の
指

揮
を
執
る
鈴
木
猛
雄
学
校
長
＝
写
真
＝
に
、
同
校
の
運

営
方
針
を
聞
い
た
。

―
同
学
院
の
特
長
は
。

対
面
指
導
型
で
受
講
生
一

人
ひ
と
り
の
理
解
度
に
応
じ

た「
イ
ン
タ
・
ラ
イ
ブ
講
義
」

に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
講

師
が
教
壇
に
立
ち
、
直
接
講

義
を
行
う
こ
と
で
、
映
像
講

義
で
は
、
味
わ
え
な
い
緊
張

感
の
な
か
、
高
い
集
中
力
を

保
ち
な
が
ら
学
習
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
講
義
中
、
何

か
疑
問
が
生
じ
た
時
に
も
、

講
師
に
直
接
質
問
し
、
そ
の

場
で
解
決
で
き
る
の
も
大
き

な
強
み
で
す
。
ま
た
、
講
義

後
も
、
講
師
・
職
員
へ
の
質

問
や
相
談
、
自
習
も
し
や
す

い
環
境
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
昨
年
か
ら
は
、
講
師
と

直
近
の
試
験
に
合
格
し
た
卒

業
生
が
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て

連
携
し
、
講
義
後
の
質
問
へ

の
対
応
や
ア
ド
バ
イ
ス
に
あ

た
る
制
度
を
導
入
し
ま
し

た
。受
講
生
に
近
い
目
線
の
、

合
格
し
た
卒
業
生
の
経
験
や

学
習
方
法
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

―
今
後
の
意
気
込
み
を
。

山
梨
県
は
全
国
的
に
見
て

も
人
口
が
少
な
く
、
受
講
生

の
数
も
他
校
に
比
べ
て
少
な

い
で
す
が
、
少
人
数
だ
か
ら

こ
そ
、
当
学
院
の
強
み
で
あ

る
対
面
指
導
型
の
授
業
や
、

一
人
ひ
と
り
に
密
着
し
た
質

の
高
い
サ
ポ
ー
ト
が
、
よ
り

活
き
て
き
ま
す
。
来
年
は
、

県
内
合
格
占
有
率
１
０

０
％
、
そ
し
て
総
合
資
格
学

院
を
選
ん
で
く
れ
た
受
講
生

全
員
の
合
格
を
目
指
し
ま

す
。

2017年度１級建築士学科試験

合格者占有率78.６％に

総
合
資
格
学
院 

甲
府
校

効
率
化
と
事
前
ル
ー
ル
化

関
東
整
備
局  

自
治
体
な
ど
へ
説
明
会

災害査定

担
当
者
な
ど
が
出
席
。
髙
橋

智
関
東
財
務
局
主
計
第
１
課

長
は
あ
い
さ
つ
で
「
今
回
策

定
さ
れ
た
方
針
は
効
率
化
と

事
前
ル
ー
ル
化
に
よ
り
、
災

害
査
定
を
よ
り
迅
速
に
実
施

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

効
率
化
・
ル
ー
ル
化
は
机

上
査
定
限
度
額
・
採
択
保
留

額
の
引
き
上
げ
や
設
計
図
書

の
簡
素
化
な
ど
に
加
え
、
被

災
状
況
に
応
じ
た
分
類
を
事

前
に
規
定
。
被
災
自
治
体
に

お
け
る
災
害
査
定
期
間
を
大

幅
に
短
縮
で
き
る
。

林
弘
行
財
務
省
主
計
局
司

計
課
広
域
災
害
実
地
監
査
官

と
西
博
之
国
土
交
通
省
水
管

理
・
国
土
保
全
局
防
災
課
災

害
査
定
官
な
ど
が
方
針
の
概

要
や
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
解

説
。
林
監
査
官
は
「
方
針
の

策
定
は
実
に
60
年
ぶ
り
で
、

歴
史
的
な
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
る
。
将
来
、
発
生
リ
ス
ク

の
あ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や

首
都
直
下
地
震
を
想
定
し
た

内
容
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

先
必
ず
役
に
立
つ
」
と
の
見

解
を
述
べ
た
。

西
査
定
官
は
「
災
害
が
起

き
た
と
き
は
待
っ
た
な
し
の

状
況
と
な
る
。
ぜ
ひ
、
本
日

の
内
容
を
持
ち
帰
り
、
組
織

の
中
で
広
く
周
知
し
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
動
け
る
よ
う

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

求
め
た
。

ス
ー
パ
ー
・
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン

構
想
検
討
会
が
初
会
合

年
夏
の
最
終
取
り
ま
と
め
を

目
指
す
。

冒
頭
、
簗
和
生
大
臣
政
務

官
は
「
リ
ニ
ア
を
は
じ
め
と

し
て
全
国
に
広
が
る
高
速
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備
さ

れ
れ
ば
、
劇
的
な
時
間
距
離

の
短
縮
が
実
現
し
、
大
都
市

圏
や
従
来
は
困
難
で
あ
っ
た

遠
隔
な
地
方
圏
間
の
交
流
・

対
流
が
促
進
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
」
と
説
明
。
リ
ニ
ア

が
開
業
す
る
約
10
年
か
ら
20

年
後
の
経
済
社
会
情
勢
を
念

頭
に
、
魅
力
あ
る
国
土
の
形

成
に
向
け
て
幅
広
い
視
点
か

ら
の
検
討
を
要
請
し
た
。

現
在
建
設
中
の
リ
ニ
ア
の

開
業
は
、
東
京
―
名
古
屋
間

が
27
年
ご
ろ
、
東
京
―
大
阪

間
は
45
年
ご
ろ
か
ら
最
大
８

年
間
前
倒
し
が
想
定
さ
れ
て

い
る
。
リ
ニ
ア
開
業
に
よ
り

三
大
都
市
圏
が
約
１
時
間
で

結
ば
れ
、
世
界
か
ら
ヒ
ト
、

モ
ノ
、
カ
ネ
、
情
報
を
引
き

付
け
る
こ
と
で
、
世
界
を
先

導
す
る
巨
大
な
都
市
圏
が
形

成
さ
れ
る
。
ま
た
、
リ
ニ
ア

に
よ
っ
て
東
京
―
大
阪
間
の

時
間
距
離
が
大
幅
に
圧
縮
さ

れ
、
国
内
各
地
へ
の
移
動
が

短
く
な
る
た
め
、
三
大
都
市

圏
の
成
長
力
が
全
国
に
波
及

し
、
日
本
経
済
全
体
の
発
展

に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て

い
る
。

新たな国土構造を見据えた将来像の
検討に着手した

自
治
体
の
災
害
復
旧
担
当
者

な
ど
が
集
っ
た

中部横断自動車道（長坂～八千穂）対応方針


